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学体連会報

できないことをやらされる

会長 大 石

中学から、東京高等師範学校の体育科 に入学 し

た。この当時は何か運動部の選手をしていたものが

高師に来て、校友会は文理大の名で対校試合に出て

いたのである。私は中学の四年頃から、何とはなし

にサッカー部に入部していた。その理由を今から考

えると、学校側はサッカニ部に不良の生徒が多いの

で、少しは真面目な生徒を入部させてみようという

ことであったらしい。高師出身の加藤清先生で刈谷

中学出身であられた。それが縁で、何とはなしに一

年前の先輩が高師のサッカー部に入ったというので

受験した次第であった。

入学してスグ使えるようなものではなかった私が

秋になると、国文科出身のゴールキー7N・ ―が突然退

部したので、その穴埋めとして使われることになっ

た。サーア、大変である。イロハのイの字から練習

である。頭のてっぺんから全身砂だらけになって、

砂場でセービングの トレーニングである。それでい

て、当時、東京の大学リーグに出たのである。やる

ことなすこと素人のキーパー、失笑を買うやら、新

聞に書かれるや らで、いやになってしまうほどであ

った。

二年生になると、キーパーの槍一筋で千石ともい

える名選手が入ってきたので、お払い箱となってほ

っとする。ところが、また秋になると、左のウイン

グが足りなくなった。そこでお前やれときた。ウイ

ングといえば騎兵である。走力、キックカが十分で

なければつとまらないポジションである。さ―あ、

大変である。左のセンターリングの練習から、切 り

こみの トレーニング、結果は、新間に文理 大 の ウ

ィークポイントと指摘されるところとなった。これ

が二年生から四年生まで続く。時に、おろされたり、
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強引に先輩に取って代わられたこともあったが、大

体、左ウイングで通すことになった。

さて、高師の四年の二学期も終わり、リーグ戦も無

事に過ごすと、次は軍隊である。新兵さんとしての

生活は一般の歩兵であった。ところが幹部候補生と

して、予備士官としてのコースは通信ときた。これ

は大変、モールスも、無線もいじったことがない。

6ケ 月、死の苦しみをして原隊に帰ると、今度は通

信の教官である。どうやって過ごしたのやらくとに

かく夢中で見習士官を終わると、今度は野戦に出る

ことになった。野戦の一般のガヽ隊長としてである。

一般兵科は新兵として夢中で過ごしたが隊長職は初

めてである。編成が終わると1ケ 月もしないうちに

実戦である。今度はゴマカシがきかない。弾の下で

汗びっしょりというより冷水三斗の思いが続く。

新兵時代、高師出身だからというので連隊本部に

呼ばれて、下士官の進級辞令を書かされて冷汗をか

いたことがある。これは逃げ帰るようにして隊に帰

ったが、実戦の弾の下では逃げ帰ることが で きな

い。どうしたもんだろうか、とに角、なん とか、

かんとかやったのだから不思議である。

敗戦になって、金沢高等師範学校に帰任すると寮

の主任をやれといわれる。食糧 もなにもないときに

100名 以上の学生の食事の世話をしろというのであ

る。しかも、石川県には顔もコネもない。困 った

ね。このときも、死の苦しみがつづく。

そのうちに、教育統計を教えるようになる。でき

もしないくせに、相手は理科の学生で二年生のとき

に数理統計学をやってきている。これに応用統計学

を教えるのだから、おそろしいものである。さんざ

ん苦しみ、苦しめられて、何とかやるようになる。
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学体連に期待する

沖縄県教育庁保健体育課課長 豊  島  貞  夫

復帰前、沖縄県教育庁が琉球嶼荷文教局と呼ばれていた   は、人類が追求してゃまない価値であるが、私たち体育に
頃の話である。復帰の足音がもうかなりはっきりと聞こえ   かかわる者の立場から見れば、手放しで喜こんでばかりお
るようになり、復帰対策の業務も繁忙を極めてきたが、早   れないものである。
急に処理しなければならない業務が山積する中で、地方や    高度に文明化した生活は人々から運動の機会をうばい、
本土政府との連絡調整に泣かされたのが電話であった。電   人間関係を疎外し、栄養の過多とアンバランスをもたらし
話の使用料が多額になって予算のやりくりに困ったのと、   て心身の健康をむしばむ。かてて加えて冷暖房による動物
話し相手がすぐには電話に出ず待ち時間の長さにイライラ   本来の適応能力の停止もしくは衰退は、健康で活力ある生
したことであった。当時沖縄では市外通話はダイヤル化が   活から人びとを遠ざけてしまう。子どもたちの健康、体力
されておらず、交換手を通したのであるが、回線が少ない   も同次元の問題である。
こともあって順番待ちが長かつたのである。交換手への申    このような状況の中で直接児童生徒の指導にたずさわる
し込みは「普通」「至急 J「 特急Jな どの指定があり、   教師にとって研修こそは、教師が教師であるための生命線
「 特急Jで も待たされると「 超特急 」はないのかなどとど   である。研修によってたえず自己変革をとげ、自己を高め
なる場面もしばしばであった。出勤早々に申し込んで、忘   ることによってのみ、日々新たな生活環境の中に生きる児
れて退庁した後につながり、残業の職員があわてて自宅まで   重生徒と向き合うことができるのではあるまいか。
連絡するという笑えない喜劇もあった。 しかしながら、個人研修にはおのずから限界がある。社
現在一般に使用されているダイヤル電話は、 0を まわし   会変化の高速度化、情報過多、国際化社会といった現状で
てもとにもどるのに遅いので1秒、速いので0.5秒 ほどだ   はなおさらである。
という。ダイヤルをまわして相手が電話口に出るのに要す    組織のもつ同時多角的視野や分業一―協業のシステムは
る時間はおそらく20～ 30秒ぐら。喘 普ゞ通ではなかろうか。 ま   研修をより広がりと深みのあるものにするであろうし、こ
さに隔世の感あり、である。このような話を持ち出したの   のような機能を持つ研究団体の果たす役割は極めて大きい
は、世の中の変化のはげしさということを今更のように思   といわねばならない。
い出したからである。いうまでもないが、 このような急激    日本学校体育研究連合会は文字通りすべての学校段階、
な変化というものは電話に限つたことではなく、生活のあ   そして全国を網羅する総合的体育研究組織であり、現在の
らゆる場面で起こっており、教育環境も例外ではない。教   わが国における学校体育の課題を的確に把え、解決への手
育環境が変われば当然昨日の指導法は今日は通用しない。   だてと実践力をもつものは他にないと考える。
かつて教育学の講義で「 日々変る者のみが教える資格を有    学習指導要領の改訂に伴い、新しい動向として総貝U体育
する」といわれた師の言葉が鮮明によみがえる今日この頃   の考え方が打ち出され、また生涯体育の視点に立つた体育
である。 指導が構想されるようになった今日、連合組織体としての
生活環境の変化といえば、変化の高速度化ということ   学体連がその機能を十分に発揮し、学校体育の発展に大き
と、豊かさ、便利さであろう。そしてこの豊かさ便利さ   く寄与することを切に願うものである。

学体連今昔

事務局長 重  田    一

1 学体連の前身、日本体育指導者連盟の発足      からず、母の故郷神奈川県高座郡有馬私 今の海老名町に
配給ということばを聞くと、どのようなイィージが浮か   行った。玄関を入る前に、「 京の家は焼けちやったよ。J
んで来るだろうか。欠乏、行列、残念、買うのに拘らず貫   と伯母がいう。覚悟はしていたがやはりそうだったかとd
うという、このようなことがふと思い出されて来る。     やがて東京に帰り、間もなく静岡市立中学校に戻る。当時、
昭和21年 5月、南支那から復員した私は、家の消息が分   魚の切身が月に2回配給。試験の監督をしていたら、小使
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そして、東京教育大学の体育学部に転任して、こ 30年近くも経って、定年も間近の60歳 になると、
こで、体育統計なるものをやり出す。品質管理図な   副学長になる。しかも、研究、医療、施設の担当と
どを応用して教えるが誰 も相手にしてくれない。そ   なる。なにも知 らないことばかりである。これが終
れが、今日、日本の基幹産業が品質管理図のおかげ   わると、私はここ国立特殊教育総合研究 所 長 とな
で伸び、逆に外国へ教えに行っているのである。そ   る。このごろ20年 も前に書いているボウリングの本
のうちに、体育や教育の方でこの品質管理図を夢中   がよく売れている。考えてみると、できもしないこ
になって使 うようになると確信しているのだが ? とをやって、私は履歴を詐称しているのだろうか。

学体連に期待する

神奈川県教育庁指導部体育課長 宮 原 孝 雄

第22回全国学校体育研究大会の開催に向けて、本県学体   地域社会と連携してしヽく方法等 、々学校体育の課題が山積
連の先生方は意欲的に準備を進めております。2年間に及   しております。それらの解決に向けてますます学体連の充
ぶ準備をとおして企画、運営にあたられる先生方の実践   実発展を期待します。
力、結束力に感服しております。そして、準備過程で小、    「 学体連会報」を親しく拝読しております。学校体育の
中、高等学校の先生方が、それぞれ改めて、地狡種の学習   発展のために努力されている関係者の方 の々様子がよくわ
内容についていかに理解不足であったかを痛感した、と異   かります。又、学校体育に関する情報がよく整理されてお
口同音に申しておりました。今日、小、中、高等学校のす   り、会員に有効に活用されております。更に、会報の充実
貫教育が強調されておりますが、そういう意味からも、本   のために、先生方の研究実践や指導上の諸問題についての
県で開催する意義を強く感じた次第です。本大会力ヽ 本県   意見等も内容とし、日ごろの学習指導への示唆を与えてい
学校体育の充実発展に結びつくことはもとより、全国学校体   くような編集も望まれるのではないか、と考えます。そう
育関係者にとっても有意義なものとなるよう、県学体連の   することによって、会員の方々にとっても、より親しみや
先生方と共に一層努めていきたいと考えます。 すい ものになると信 じます。

今日、児童生徒を取り巻く社会環境の変化に伴い、学校    全国保健体育優良校 功労者の表彰事業は学校体育指導
体育の課題も多様化しております。学歴偏重の風潮、家庭   者に大きな励みを与えております。受彰校では、学校のみ
や地域社会の教育機能の低下等は、児童生徒の日常生活行   ならず地域をあげて受彰の喜びを味わつておる現状です。
動に多大な影響を及ぼし、子供本来の活力に満ちた行動的   本県でもより以上に権威ある表彰にしていくために、推薦
な姿は失われつつあります。その結果、運動不足による体   基準を明確にしていこうと学体連での検討課題となってお
力の低下が問題化し、その解決が求められています。本県   ります。学校体育研究に関する表彰が少ないだけに、本事
が実施した児童生徒の体力と健康に関する調査結果か ら   業の充実発展することを期待しております。
は、体力では背筋力、柔軟性等低下している側面もあり、    初めに述べたとおり、昭和58/1度全国学校体育研究大会
年々向上しつつある体位とのアンバランスが指摘され、併   は来たる11月 17日 、18日 の両日にわたって本県で開催いた
せて体にも骨折、顔面のけがの増加等異常現象が現われて   します。「運動の実践力を高める学習過程はどうあるべき
おり、児童生徒の体は憂うべき抹況にあります。次代を担   かJの研究主題のもとに第 1日 目は全体会を、第 2日 目は
う児童生徒が,心と体の調和を保ち、明るく豊かな学校生活   分科会を県内B校 (園)で研究発表 (公開授業)及び研究
及び社会生活が営めるようにするためにも、今後学体連の   協議を行います。学習指導上の今日的課題に焦点をあてて
果たす役割は大きいと考えます。教科における学習指導で   研究実践を積み重ねております。会場校はもとより、地域
は、児童生徒の運動の実践力を高めるために学習過程をど   の学校ぐるみで研究実践に取り組んでおりますので、全国
う構成していくか、教科以外の体育活動では、すべての子   の学校体育指導者の期待に応えることができるものと信じ
供が運動の楽しさや喜びを享受できるようにするためにど   ております。多数の先生方に参加いただき、本県学校体育
う計画し運営していかなければいけない力、更に、家庭や   の充実発展のために御指導下さるようお願いいたします。
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さん (当時こう呼んでいた)が、「先生、魚の配給./Jと
言って来た。飛んで行きたくともそうはいかぬ。終わって

行ったら売り切れ。理屈を言っても始まらぬ。残念至極./

小さな板ガラス3枚を買うのに冬5時に起きて並んだ。大

切に持って帰る気持ち。

運動用具もこのようであったのだろう。物がなければ体

育とはなりがたく、乏しい用具を一括手に入れるのが当面

の具体的な仕事として発足したのが、日本体育指導者連盟

だと聞く。昭和21年 12月。そして配給。

2 財団法人日本体育指導者連盟と全国表彰
昭和々年 2月 、財団法人日本体育指導者連翼となる。27

年3月 06年度)に、第1回全国保健体育優良校の表彰を行

う。表彰された学校は20校。以後、 どのように変わって行
ったのだろうか。また功労者の表彰はいつから、そしてそ

の推移はどうなのか。第 1表をごらん下さい。

第2表

全国学校体育研究大会東 中・西部別開催一覧
(昭和61年度まで)

年  度 回 東 中 西

昭和 3 1 千  葉
2 兵  厳

3 鳥  取
4 東  京

岐  阜
6 大  阪
7 福  島
8 高  知
9 長  崎
10 埼  玉

7 11 福  井
和 歌 山

山  形

東  京
51 滋  賀

熊  木
17 llT 馬

東  京
東  京

大  阪
新  潟

神奈 川

沖  組

鹿 児 島

(兵 庫 )

4 学体連の目的と事業
〒 151 東京都渋谷区代 木々神園町 3の 1
国立オリンピック記念青少年総合センター

第 6号棟 308号室 電話0346539547464に ある学
体連は、「 学校体育に関する研究調査ならびに学校におけ
る体育活動および体育研究活動に必要な援助を行い、あゎ
せて学校体育指導者の資質向上を図るために必要な事業を
行い、 もつて学校体育の発展に寄与することを目的とJし
ている。

そのために、次の事業を行っている。

(1)学校体育に閲する研究調査
② 学校における体育活動および体育に関する研究活動の
援助

13)学校体育に関する研究大会・講習会等の開催
14)加盟団体の活動援助
15 体育優良校および体育功労者の表彰
0 その他この法人の目的を達成するために必要な事業
現在は全国4都道府県すべてが加盟し、着々その成果を
挙げつつある:

第1図

全国学校体育研究大会開催一覧 (Elは開催県)

全国保健体育優良佼・功労者の推移

第1表

優良校では第2～ 11回、第13～ 20回 を省略したが、「計」

では全部加えてある。ひとつ学校で小中学校という名称が

3校 あるが、すべて小学校に入れた。養護学校が1校表彰

されているが、これは第19回、昭和44年度である。

功労者のなかの「他」には、幼稚園、盲 聾・養護学
校、大学、教育委員会を含んでいる。

3 財団法人日本主校体育研究連合会と全国大会
表中、昭和37年度を○印で囲んだのは、意味がある。昭

和37年 10月 、財団法人日本学校体育研究連合会の設立が認

可され、千葉県津田沼小学校で、第 1回全国学校体育研究

大会が行われ、そして学体連の総会でその設立を祝ったの

である。

(1)他教科に比べて、学校体育は全国的研究態勢が確立さ

れておらずtその課題解決のための成果 実績は遅々た
るものである。

ゆ)昭和∞年の東京オリンピックを2年後に控えている。
これを機会に、 また学習指導要領の改訂も手伝つて、

5 財 源 (昭和57年度決算による)
収入の部

(1)加盟団体分担金

(幼 賛助会費

(0 基金利息

“

)講習会受講料
6)図書出版
16)補助金 寄付金
0)雑収入
3)繰越金
0 その他
計

支出の部   刷
(J 事務費     718
1r21 加盟団体補助費 232
0 全国大会補助費 150
(4)機関誌作成費   93
(5)表彰費     209
16)講習会費     62
(7)図書購入費   205
18)研究大会費    40
(9)会報費      42
(o 基本財産繰入   61
0 次年度へ繰越  311
0' その他     122

体育 スポーツの充実発展をはかるチヤンスである。
このような考え方から、全国的組織のもとに、その研究

活動が活発になるよう、改組をしたのである。

このためには、各方面の理解と協力を戴いたのであるが、

特に文部省の西田岡」体育課長のあたたかく学体連を育成し

ようとする努力は、並々ならぬものがあったという。

昭和37年 11月 8日 、千葉県で行われた第 1回全国学校体

育研究大会、その後第2表及び第 1図のようヤ硼 催 (決定、

予定を含む)さ れて来ている。

特に昭和54・ 55年度、第18・ 19回 を東京で開催せざるを

得ない状況から、大阪、新潟が続いて第20回、21回 を開い

て下さった。今年第22回 を神奈川が11月 17、 18日 に、明年

は沖縄、60年は鹿児島、61年が兵庫かというところまで来

ている。今年4月 22日 の学体連評議員会・理事会には、大

阪、新潟、神奈チlk沖縄、鹿児島、兵庫の会長が全員出席
という状態。やがて東 t史■質のすユ賀=定

の順序に従?
て開催できるようにと、こ協力戴いて来ている。

122

965

133

34

85

101

432

310

63

2,245

ご協力とご支援をいただきたい、名実ともに、小・中・

高校の、将来は幼稚国も、盲・聾 養護学校をも総括した
学校体育の研究団体にするために。   |

優 良 校 功 労 者

回 年 度 中 一局 養 計 回 年 度 中 一高 他 計

1

12

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

２６

①

４６

４７

４８

４９

５０

５‐

５２

５３

５４

５５

５６

５７

5

17

18

18

22

19

22

19

27

24

33

36

30

37

2

8

13

13

10

10

12

15

21

22

21

20

23

26

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

計 1 計

４ ６

２

５ ７

1,115

-4- -5-



第 14 号
報連体学報連体学

第 14 号

―

地 方 だ りC(XO×>>OドO×O×O×>0×OXO×0×OKO×>>0◇◇

山形県学体連だより

山形県学校体育研究連合会会長 河  田  不J 夫

県民運動とスポーツ活動

去る7月 5日、小・中・高等学校体育研究会の各代表及
び学経からなる県学校体育研究連合会の「定例役員会」が

開催されました。主な協議題は、本連合会の大きな事業で

ある「学校体育研究発表大会のもち方について」であり、

「 楽しさと喜びのある体育学習をもとめて」のテーマを
定め、来たる11月 22日県庁講堂で開催することを決定いた

しました。

本研究発表大会は長い歴史があり、第35回 を数え、本県

学校体育の充実、向上に極めて大きな役割を果たしてきた

ものであります。

特に昭和49年、本県で開催された全国学校体育研究大会

を支える基盤となり、成功に向け大きな力となったことは

関係者の一致した評価となっております。繭来「 発表大

会」の内容た象徴されるように、本連合会の活動が一層の

弾みをつけ、年々その内容を充実、発展してきていること

は、まことに欣快の極みであります。昨年度の「発表大会」
の参加者は150名 、発表題も25題を数え、県内各地から主

体的に参加してくる会員の研究討議の熱気に触れるにつけ、

深い感慨を覚えること少なくありません。

近年、児童・生徒をとりまく社会環境の変化には、めま

ぐるしいものがあり、児童 生徒の登校拒否や、怠学、非
行の増加、心因性身体異常者の多発、さらには、体力運動

能力の低下等、教育界は今深刻な憂慮すべき問題に直面し

ております。この状況下にあって、体育、スポーツの果た

す役割は一段と大きいものになってきていることは言を待

ちません。私ども学校体育に携わる者が、小 中・高の枠
をとり払い、互いに連携を図り、現実を見据え、教育の根

幹に触れる取り組みをどう推進するか、極めて大きな課題

を背負っているという事が出来ます。この中にあって本連

合会では独自の表彰制度を制定し、学校体育の指導研究な

らびに本会発表に功績のあった者を顕彰し、本会の一層の

活力化を企図してぉりますが、過日、長い歴史と実績を誇
る本連合会にふさわしい「規約」の再整備を終わりました

私ども本連合会の機能を十分に発揮し、時代をもとめる学

校体育を希求し、今後の取り組みを一層推進してまいりた
いものと意を新たにしているところであります。

古 川 敏 治

上記のような組織体であるため、各部会毎に体育の先生

方が互に切瑳琢磨し、より実践的研究の深まりを図ってい

る。小中高ともそれぞれの小プロック毎に、年 3、 4回の

研究会を開催し、隔年毎に小中学校は各プロック毎に、高
等学校は全県でそれぞれ大規模な研究発表大会を開催して

いる。5i年度は次のような主題で、尾張部体育研究会は

「 運動の楽しさを味わわせることができる指導法の研究」
三河部体育研究会は「 めあてを持ち、はげましあい、力ゞん

ばりぬく子どもをめざす体育学習」高校部体育研究会は

「部活動と学習について」以上それぞれの部会で発表会が

盛大に開催された。また保健体育優良校として小中高各 2

校と保健体育功労者に対する県表彰を毎年実施している。

その他全国学校体育研究大会に代表者を参加させているこ

ともつけ加えておく。

昭和

“

年度の全国高等学校総合体育大会は、山口県を主

会場として、中国5県で開催されることが決定し、今年 9

月には、準備委員会が発足の予定である。これに先立ち、

本年 8月 2～ 4日 まで、全国高校総合文化祭が開催され、

高等学校における、芸術 文化の意識の高揚と全国高校生
の交流が行われた。この後を受けて、61高校総体の準備体

制にはいるわけであるが、本県では、県民のスポーツに対

する意識の高揚とスポ=ツ活動の実践を図るため、 7年前
から「 県民スポーツ総参加運動」を提唱し、各市町村、学

校単位のスポーツ活動へ参加、また、小学校生を対象とす

る「少年スポーツ大会」中、高体連が主催する各種体育大

会の運営に対する助成等この運動の定着化にさらに取り組

本県では、戦後いち早く体育指導者連盟が結成され、種

々の活動が始まりました。昭和23年以来 教育委員会を中

心とした「 保健体育研究発表会 Jが年々開催され、昭和田

年 2月 7日 ・ 8日 には、東京教育大学助教授宇土正彦先生

を迎え、福岡県、佐賀県、鹿児島県の代表の参加を得て、

第15回熊本県 第1回九州地区学校体育研究発表大会が開
催されました。体育部F51へ 保健部門13の研究発表、本県

最初の保健体育指導の手引書の説明、講演など盛り沢山の

内容が消イヒされており、当時の意気込みがひしひしと感ぜ

られます。

このような雰囲気の中で、小学校 中学校・高等学校の
体育研究会が、相前後して誕生し、組織的に研究活動が展

開されるようになりました。その結果小・中・高一貫した

指導が望まれるようになり、昭和40年 4月 1日、熊本県学

山口県教育庁学校体育係長 前  田  勇  四

みたいと考えている。また、学校教育面では、体格 (位 )

の伸びに対して、気力・体力の不足が論 じられているお

り、 5年前から「たくましい防長つ子」つくり運動を提唱
し、スポーツ活動や野外活動はもちろんであるが、「 はだ

しの生活運動」「 自らを鍛える運動」を推進して生涯体育

(ス ポーツ)の定着を図りたいと考えている。
一方では、これらの諸運動を定着させながら、61年に高

校総体を迎えることから、中・高校生を対象に、ジュニア

競技力の向上、すなわら、選手強化対策を推進し、 3年後
の本大会目指して、全国の強豪を迎えうつ優秀選手の養成

にも力を注ぎたいと考えている。

校体育研究会が誕生するに至ったのであります。

本会は、主な事業として、①指導法や施設用具等の調査

研究、②資料蒐集や調査研究物の干」行、③講習会・研究発

表会等の開催を掲げ、3年毎に小・中 高合同の県下大会
を開催し、今年は第6回 を数えております。この間k第 16

回全国大会、第8回・第16回の九州地区大会を主催し、そ

の内容ヽ 運営ともに高い評価を受けました。本年 3月 、永

年の念願がかない、全国大会以来、一貫した研究テーマで

ある「主体的に創造し、自主的に実践する体育学習Jに沿

つた研究発表や資料を収録した会誌を創刊し、さらに事業

の充実を図ることができました。

本会の歩みを思うとき、先輩の残した偉大な足跡をさら

に発展させる責務を痢惑しております。

愛知県学体連だより

―― 組織・活動について 一―

熊本県学校体育研究会の歩みの概要

熊本県学校体育研究会会長 川 野 衡 平

愛知県学校体育研究連合会会長

小学校、中学校、高等報 の体育指導の一貫性に、極め

て密接な連携を図りをがら学校体育振興に寄与する、本県

学校体育研究連合会の組織と活動状況について紹介いたし

ます。

1 組織について
本県学校体育研究連合会に加盟する、国公私立の学校数
は実に小学校約960校、中学校約390校、高等学校約 270

校 (定、通、特を含む)合計約1,620校 と極めて過大な連
合体である、しながって小・中学校は全県を尾張部体育研

究会と三河部体育研究部会の2プロック、高等学校は5プ ロ

ックに分割し、又役員構成は小中高よりそれぞれ選出され

た会長で連合会の正副会を、理事以下の役員については、

小中と高校ではぼ同数を選出し会長以T21名で構成し、事
務局を県教育委員会保健体育課内に置いている。

2 活動状況について
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0゙昭 和58年度研究事業にっいて ф゛

各都道府県の58年度研究事業調査を 6月 7日 にお願い

し、6月 25日 までに返事をと希望した処、7月 末日現在で以

下のように頂戴することができた。

学校段階でどのような研究をしようとしているのか、そ

<小学校の部>

の発表会はいつ、 どこで行われるのか等々が分ることは、

研修を深め るチヤンスをつかむことになろうと思 う。 こ

活用下 さい。

山 梨

長 野

御坂町立御坂
東小

京都町立睦合

史信体育同好

東信体育同好

語墾棗キ塁ふ
学校

獅 葬
諫

新潟市立山の
下小学校

冨蒙暴曇穀市

長農暴撃寝市

曇寝採警癖兄

ま基課者扉箕
尖離塞体育研

県 東部地区
(三島)

愛知県海部地
区

量保警裏塞
究

各プロックで
研究推進

2校予定

京都府下全域

京都府下全域

京都府下全域

晦
立網干

意欲的に活動する子どもつくり

花と泥と太陽で育てる体力つくり

すべての子どもが運動の楽しさを知り、
それを深めるにはどうしたらよいか

体力つ くりをめざして

?表峯珍集あTは
りあいを持 って学習す

子 どもが創る楽しい体力つ くり

つ某お,単書搭看g裏ば浮動する楽しさ

冒2煮豊:圧たあ響甑をぁる手際香渚碁
未定

罰喜挙會繕磐8費亀犯警裏修夏
の授業の

動杏措] 
にやる気をおこさせる体育活

8運動
の特性を生かした指導法の工夫

子どもが喜びを感じる体育指導

子どもが楽しく学べる体育学習

体力つくりをめざす学習指導はどうある
べきか

小学体育実技指導研究集会

豊かな心とたくましい体力つくりをめざ
して

大阪小 中体研研究発表大会

きたえる体・きたえる心~渠
詔7参しさ|こひたらせる体育指導を

592.14(火 )

59214(火 )

581022(土 )

山梨市民会館

松本市丸の内
中学校

学校  
川小

拳展
市第3中

校
〃 西小学

東下組小学校

模
尾東谷小学

山の下小学校

冨祟暴曇震市

豪自暴撃寝
市

石川県金沢市
長田町小学校

福井市(未定)

躇阜南青年会

腰杏附属4ヽ学

学晨市立西小

繁膵♂
軍撃市立中部
未  定

奎澤T整算会
久美浜小学校

撃穀市地域」ヽ

賃ぷ事穫東
八

査阪府教育会

想撃裏立網干

実裂
県学校体育研究

長塞
県学校体育研究

;?曇ブ難育研究

襲曇曇省蘇群発哀研

暴基員尖美曇深喜錬

呉西大会

莫曇
県学校体育研究

楊藝曇
学校体育研究

劣
体研夏期ゼミナー

小体研研究協議会

鷲暴昼許晃霙饗会保

曇張教育体育研究大

罰級撃募勇築基体育

発基曇省覇醤き恵ワロック研究協議会
書群見難裏晏基校体

密身奨基学校体育科

褒稽磐耕馨曇育実

壽努奨基学校体育科

青 森

宮 城

山 形

茨 城

栃 木

子どもの体力の増進を図るための指導

基礎的運動能力を高める指導法の研究

運動の喜びが高まる体育の学習指導

[][香讐li[[it農

管享傷糧動」

やる気をおこさせる楽しい体育学習の指
導法

やる気をおこさせる楽しい体育学習の指
導法

県女子教員水泳初心者講習会

水泳審判講習会

県小学校夏季中央ダンス講習会

陸上審判講習会

郡市別小学校水泳能力記録会

郡市別陸上運動記録会

県男子教員表現実技研修会

県小学校水泳教室記録会

県小学校陸上教室記録会

郡市別小学校体育実技講習会

風に負けない体力つくり

負呈号肇32臭後
しさを十分味わわせる

一人一人が課題をもって取り組む体育学
習の工夫

実践力を高めるための学習道程はどうあ
るべきか

][≦』景l
のみ)

全県下小学校

李裏田第
一中

摯鷺詔
部員

毅沓曇変基襟
育部会

研修委員会

水泳委員会

研修委員会

陸上委員会

水泳委員会

陸上委員会

研修委員会

水泳委員会

陸上委員会

研修委員会

幾先自床高
の

弱・ 雫冨呂

県下各会場

大石田小学校

水戸市民会館

牲部鯨
学校

栃木県庁河内
庁舎

前橋市温水プ

県スポーツセ
ンター

晟裂場
市陸上

各都市

各都市

承
橋市立広瀬

県営プール

霧裂場
市陸上

各都市

県青少年会館

秦曇ワ曇彦う
ンター

ふ季履
立誠之

武蔵村山第一
/」ヽ

薯撃臭賞藝具挙姿法

兜蟹暴瘍 癸基
研

学校体育研究協議会

攀籍聾聰雲

莞曇曇
高校体育研究

基
学校体育研究協議

晃羹製尖基校
体育研

5810 5(水 )

58 9月 下旬

5810 7(金 )

5811 8(火 )

5811 9(水 )

581110(木 )

59 2 9〈木)

58  8  18

59  1 .27

58 8 9(火 )

58 10 26

58 11 25

未  定

59 2 17(金 )

58 5 31(火 )

58 8 4～ 5
(木～金)

58.1014(金 )

59 2 (初 )

581018(火 )

59 2 上旬 研
究
育
研
教
ｒ
Ｊ

報
絵
続

小
育
と

県
体
会

木
会
表

栃
究
発

富 山

石 川

福 井

岐 阜

静 岡

愛 知

滋 賀

京 都

58 7.7(木 )
58 8 4(

58 8 10(水

5t::|:踏

586 10(金

589月 ～ 10月

58.9 22(

58  8  18(

58:11 3(木 |

585月～8月
5812 7(水 )

59 2.10(木)埼 玉

東 京

神奈川

埼玉県下 5支
部

拳嚢区誠
之小

武蔵村山第一
/Jヽ

59 3 初旬

59  2 .21

59  1  30

大  阪

兵 庫 研
並
育
会
教
総
繋

絵

小
育
究

県
体
研

蔵奨
云
に

兵
究
び

各地区代表
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童
会
児
大
校
究

研 究 発表 会 の名称

研究発表会の名称

痺滲零
58 9 29(木 :

59 2.1(水 |

県立教育セン
ター 保発想辱少雷
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道
県
都
府

研 究 主 題 研 究 担 当
研 究 発 表

研究発表会の名称
場期

奈 良

島 根

岡 山

山 口

徳 島

高 知

佐 賀

熊  本

宮 崎

沖 縄

小学校における体育学習指導法について
の研究

ゲーム及びリレーについての指導のあり
方

徐昔撃善房努?発
達段階をふまえた保健

ひとりひとりが生き生きと取り組む体力
つくり

(未定)

楽しい体育学習を求めて

年だ患ちキ蓬勤琴蟄♀番セき集踏学
い夢

生き生きと運動に取り組むたくましい子

2喜談を育てる体育学習をめざして一

省ふと礫ら:繹寧書
にとり愕みできる

書融携弩与資纂優
を寡轟ヂ
ための体育学

省あ2段皇とば言慾Ψ
に取り組み体力を

|

夕ぞ3保男ζ言げ
を高める体育学習を通

仲よくみんなでつくる体力つくり

を

言予慢:ぶを言IttE最
留這む子ども

豊かでたくましい児童を育てる体力つく
り

よろこんで実践する体育学習をめざして

雛響房縫彊ワ豚瞥Bキ
的に実践する学

%展験書な軽燿しヒ魯t?に
実践する

0書とりひとい喜んで取り組赫育学

皇楊暴李覆
郡

霧罫靭
最醸示鶉
麗出示畢農市

里冑塁ホ軍穀

騨肝懇

伏鷺忌撃機小

鳴門市瀬戸中
学校

徳島市国府養
護学校(高校)

徳島市城西中
学校 (女体連)

高知市各小学
校

笠臭蜃思撃寝
錦泉町立
三田

ホ報
靖楠

58秋

5811初旬

59 1の予定

581012(水 )

5811末

58.7♂「熱

腋11日

門
聞
理
露
ド

雲曇寝
鹿ノ台

|

睾岳蜃吉皇雑|
小学校の予定

未  定

島根県八束郡
玉湯小学校

呼罫靭

輩縣靭

毘出暴畢農市

里岩最ホ早裂

T撃寝
立久保

徳島県青少年
センター

寧緩ダ高ヽ坂小

笠鐵諄裏
常泉寧議
三田

票彗曇霊殺栗
熊本県荒尾市

尋泉撃農
財光

八重 山

髪 晏基
学校体育指

ミ良県小学校体育研
t大会

に基晏示挙讐暮電タ

本力つくり研究発表

語根県小学校体育科
弄究会

1肇暑基
子体育指導

岡山県小学校体育研
兒会

書最晏尖霞基
学校体

恵島県学校体育研究
大会

客繰量暮究晏基校
体

惜纂晏斃裏曇
員会委

;羅轟絣易
く

熊本県学校体育研究
大会

層窃発簑尋
曇贅墓客

書璧曇晃婁曇
基宗撃

奨装晏基校
体育
T究

学 体 連 会 第 14 号
第 14 号 報連

<中学校の部>

青 森

宮 城

山 形

茨 城

栃 木

東 京

神奈川

山 梨

新 潟

富 山

各地区代表

大石田第一中
学校

発饗曇警募舞
部員

翠裂
振沼

場拿腰
立玉生

撃寝町
立西中

日光市立東中
言量寝立石橋

霙馨暑畢1員田原中学校
中保体研女子
部

異委鍮研
研究

中保体研

庫拿寝鋼
‖

遡語研‖坦中学校
浦和市立常盤
中学校

練馬区立中村
中学校

騨 晨
輌 国

各地区代表

雲晋翠「機普崎

蘊 露 郵

五泉市橋田中
学校

唇腸騨寝
〃 富山市
芝園中学校

教科の中での体力つ く りは どうあ れば よ

0｀か

基礎的運動能力を高めるための一考察

運動の喜びが高まる体育の学習指導

型 ?盗 厳 智 ク∫12ζ戸ぞ壁

ひとりひとりが意欲をもつてとりくむ剣
道指導

仲間とともにきたえ合う体力つくり

自ら看皇島を手締19籠巽『ぢ遣場にして
一

女子ダンス講習会

女子体育実技指導法研修会

県学校体育研究発表会

保健俸育授業研究会

意欲的に取り組む生徒を育てる体育活動

暑蔑
的・自発的に剣道に取り組む生徒の

像修訴裂F)の
特性を踏まえた学習指導

体力つくりを目指した効果的指導法

性報駆働畠を生かして一
生徒自ら運動に親しむ体育学習を求めて

強い心と体をもって実践する生徒の育成
(格技)

やる気になって体育活動に参加する生徒
つくり

楽 しく進んで運動に とりくむ生徒つ くり

蘇曇が
5`8.10.6(わ

58.11.8(火 |

58.9.29(木 |

59.2.1(水

60.

58.8.19(金

〃 1117(木
―18(金

〃 12.7(水

59 1.下旬

58.10.28(金

5811.9(水

5811.22(火 :

58 6.28(火

59年 10月

59.1.28(土

59.2.14(火

58.10.19(水 )

58.10.14(金 )

戻葎瑯
小

県 民 会 館

大石田第一中
学校

水戸市民会館

吊事腰
立長沼

漏拿腰
立玉生

撃縦
町立西中

県スポーツセ
ンター

県青少年会館

未  定

俸拿裏
立荒川

北埼玉郡北川
辺中学校

津撃寝
立常盤

練馬区立中村
中

景撃屡
立両国

県立教育セン
ター

松代中学校

橋田中学校

冨患曇景撃寝
″ 富山市
芝園中学校

亮曇曇虐藤讐警曇質
研究大会

臭嬰報
鯖醐

駆蜃書子発想
研

学校体育研究協議会

姦整餞
導

魏聾屏霧基

曇鰤霧藝醐

理霧勇撃
鶴

機器晃発裏曇
上推進

機誹纂糞婁基導推
進

義研見羹壌基
導推進

発設省体
力つくり指

斃誹多も議ヵ晨
田区

で守研晃実饗体
力つ

攣鷺譜許馨

見史曇案妥贅葦亮段絵

晃臭く実覇警者見雲
部会

研究発表会の名称
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5810.19(水



研究発表会の名称

連  会 第 14 号
第 14 号 報連

福 井

岐 阜

静 岡

滋 賀

奈 良

鳥 取

島 根

岡 山

山 口

徳  島

めあてをもって運動、保健学習に親しませる潔曇P夢ぢ貴と健康安全一―

冒2克奎:重梶あ響晟しЬ魯摯際香糟看

未       定

上達する喜びをひとりひとりのものにす
る授業をめざして

一人ひとうにやる気をおこさせる体育活
動の指導

章饉繰香雰品集籠?拳響層磐言旨雰まぢ

京都府中学校保健体育科代表会議

京都府中学校体育実技研修会

府中学校保健体育研究集会

運動の特性を生かした効果的な学習指導

中学校学校体育施設・用具実態調査

中学校保健体育担当教員名簿作成

績楊済発
ンス、保健についての学習指導

未       定

楽しい体育学習を求めて

スポーツを通して、体力の増進とマナー
の向上をはかる

主体的な生徒を育てる体育集団つくり

中学校における体力つくり

暑融鰍琴警ヽ纂録
を
高漠rた
めの体育学

最醗蘇事
校
〃 砺波市
般若中学校

県内16郡市の
学校体育研究
会

撃農家書扉葵
部会

可児市立蘇南
中学校

東部地区 (三
島)

鬱寝晏諮學裏

蒙冨曇畢裏郡

警甚畢撃震
郡

1～ 2校予定

中教研体育部

中丹プロック

中丹プロック

筆軍寝立魚崎
調査研究部

広報研究部

曇量詈奮塁襟

福部中学校

最肇群寝
尿誓暑畠学校

言量夕
食暑詈

潔尾曇害霧発
部

伏彎暴事詣|｀
T枷呻

58.10.18(ク k

58.1018(火

58.11.10(木

58.10.18(火

58.8.9(火

58.11.29(火
30(水

58 12

59. 2

59. 2 .17(

58. 6 .28(クk

58.8.18(本
19(金

58.12.上 旬

未  定

58.7.20(水

58.7 1(金
58.11.下 旬

58.11.4(金

尋農蜃鞣澪撃校
般若ギ學経市

夏留最宗學寝
緋殊ゎ
li暴
曼軍攣寝

三島市立西小
学校

彦根西中学校

甲賀郡水口中
学校

零響
難 中

大津市滋賀会
館中ホール

京都府勤労会
館

綾部市地区

舞鶴地区

神戸市立魚崎
中学校

森皇棗癸辱寧
園中学校

岩美郡小、中、
高校

最爆晏示攣寝

島根県松江市

大原中学校

忠騎殺譜
徳島県青少年
センター

穀盤褥 高寃
区部会

西部砺波地区部会

石川県学校体育研究
大会

優藝曇学校体育研究

養糧裸薔耕発実基校

鷲蹂蜃許亮霙饗
会保

躙 躙
表

  〃

書絲見業製晏基校
体

体育実技研修会

書誹現凛基校保健体

響扇曇寄舅慾
健体

奢腸 落
解 飾

鳥取県学校体育研究
大会

島根県女子体育指導
者講習会

体育スポーツ研究懇
話会

岡山県中学校保健体
育研究会

山口県中学校保健体
育研究大会

徳島県学校体育研究
大会

県内各高校

県立板抑高校
森 正則
各地区代表
4名

6名

各学校

59 2 3(金 )
4(上 )

貢蜜曇薔書書
校

県民会館

勾当台会館

能代市

県立天童高等
学校

県立赤湯園芸
高等学校

摺禁晏り
|

扇変曇戻置霞警警哀

異警署霧修基葉読
晃

撃摯霧標馨層檀曇昇修会
愁署屏晃篇曇曇
保健

際警帰晃実基
校保健

募平量菖薯斎纂基子

嬰東高校保体研究大

夢っ安霧発曇
等学校

署碑霙野
道指導

嬰慇稼響駿昇霧勇基

イ(

58 7 .27(

養晉各キ:こ膏慾彎写需再[Rふ
組む生

授業における鉄捧運動の指導について

喜肇覺:1尋ラ賃姜夕番』雷畠1菫首P猫ラ
j再
雀 目

全体の主題 は特になし (体育、保健、 自

由より)

8量橙[量蒼[lil[][il曇 |::
③
P零飛菫蒙ギ
みをもつ生徒の指導につ

生涯体育に結びつく学校体育

ダンス授業における表現について

体育評定に関する一考察

生徒の実銀に即した創作ダンスの指導

教科体育における格技指導の効果的な技
能づくり

肇襲捺亮嵯嵩協2楚傷g場業的指導

28(木

山形県立天童
高等学校

出警骨導季仏

熙訃霧
員会

爆曇熱饗餐9
探暑獣雲信簑
部

誓奪曇穣
石橋

-13-
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研 究 主 題 研 究 担 当
研 究 発 表

研究発表会の名称
期   日 会   場

徳 島

香 川

愛 媛

高 知

佐 賀

熊 本

宮 崎

沖 縄

暑融鯨琴与資寝優
を
寡漠,た
めの体育学

学ぶ喜びと感動を味わう体育学習

婚撲書をぢ会冒集ま京
てる予健体育の指

省ム2&皇 Z鬱唇督?|こ
取り組み体力を

意欲異じRを費激管雇菫享薯査2て
自ら進んで実践する体育学習をめざして

俵保響房蓬整ワ豚
=息
キ的に実践する学

〇撃展鱚あ霧足しЪ星きり
に実践する

①課題を持ち意欲的に実践する体育学習

寧晨躙
房響量醸藤発部会

靡 辟 襲

高知市各中学
校

騨 肝
雌

上益城郡中学
校体育研究会

県内各地区よ
り発表

"■
2ヽ月‖

59.10.(未 定 )

58.11.28(月 )

5811.11(金 )

未  定

5810.27(木 )
28(金 )

58.10.28(金 )

58.12  2(くさ)

徳島県青少年
センター

罰響旱串争屡

霊鱗i裕掌裏
鼻靭立城西

曇雪十石念含
学校

尋皐撃農
財光

八重山

徳島県学校体育研究
大会

香川県中学校保体研

翼菖
拿学校保体研究

四国中学校保健体育
研究大会

書繰量屏現晏基
校体

熊本県学校体育研究
発表大会

書辟異見装臭基峰撃
校部会

巽曇臭言校体育研客

<高等学校の部>

5810渓5梁

589♂燎

研究発表会の名称

暑曇壽展ぞ喬



連  会 第 14 号
第 14 号 学  体 会  報

群  馬

埼 玉

教科保健の学習指導について

風にまけない体力つくり

「 馨2参暮島
を味わわせながらのぞまし

高校の部活動のあり方、その2

定時制体育のあり方、その 2

楽しい保健の授業をもとめて

警曇

“

I層貨言董曇
尋手を製濡事左震楊

花i嵩磨R性
の実態」10年間における変

ビデオを活用した効果的な授業

雫雰響菫ζ[雰 :キ房象お換壽
スポ~ツテス

)撃認需薬籠籍確
`熟

[詈奮暫Z層馨

'I:繕

3,IIあ
皇聾

パレーボールの効果的指導について

保健学習の効果的指導について

体育的行事の効果的な計画 実践につい
て

健康管理について

ストレッチングの理論と実践

学校ダンスの進め方

体育科の効果的指導について

創作ダンスの効果的指導について

未定

][詈曇量層ξ「 :碁葦獣義る
あ翡緊品

梁沓曇撃委板
各学校

教科体育研究
班

特別活動研究
班

定通研究班

教科保健研究
班

体育部

保健部

視聴覚部

定時制部

8部門別発表

59  2

5812 7(水 )

59 2 7 8
(火 水 )

5811_11(金 )

59 2

59 3 6(火 )

委板東高等学

基蜃県青少年

晏修う」ア∠

浦和

璽書寝7谷商

県立教育セン
ター

栃木県

山梨市

新潟市の予定

佐渡の予定

新潟県立新潟
中央高校

富山市丸の内
会館

富山県中新川

穀
上市高等学

富山県富山市
富山東高等学
校

福井市 (未定)

未  定

多治見市

繁雷撃響霧見審学校

莞曇曇嘗儀螢基研究

曇高校体育研究協議

最高校保健
研究協議

尿書誹晃基学校保健

鍵森男号辱言言斃実

体力つくり研究大会

関東地区高等学校保
健体育研究大会

山梨県学校体育研究
始

新潟県高等学校教育
研究会保健体育部会

最兜曇戻書藻鷹難基

富山県高校保健体育
研究協議会

県高校創作ダンス講
習会

福井県学校体育研究
協議会

教育研究会保健体育
部会中間発表

教育研究会保健体育
部会研究協議会

沼津市立高等
学校

東海大学第 1
高等学校

掛川工業高等
学校

驚辱謄
昼戻書孝褒堡
1校予定

暴素置」F響

曇異曇露層薯主事)
相山高校(盛
出傷警顧撃ヂ
IF菖暑冒晟
蓋干
増正三教

需豊粂塵膏篠

581012(水 )

59年度に予定

5812上旬

59  2  17

58 6 14(ス

58 7 12(火

58 1l m)

59 3(初 )

58 5 20(

沼津市立高等
学校

東海大学第一
高等学校

掛川工業高等
学校

未  定

未  定

奎畢東瞥算会

嚢立桂高等学

府立園部高校

府立東宇治高
校

府立北嵯lllt高
校

府立久御山高
校

未  定
なにわ会館

県立御影高校

神戸市勤労会
館

未  定

奈良市立一条
高箸学校

�侵
事虚督墾

御所市県立御
所東高等学校

県立北和女子
高等学校

受曇曇贅嘉要観
拿発

中部支部研究
大会

大会 
西部支部研究

愛知県高等学校体育
研究大会

県高等学校保健体育
研究大会

書係易莞纂臭基校体

響者曇言言排晃優畿

A 第2回研究協議

第3回研究協議

第5回研究協議

兵庫県高等学校体育
研究会

屋貫曼晨勇霞555
ク

中部プロック

南部プロック

教育課程研究集会

「体育指導の手引」による指導実技の演
習

人体博物館見学、研究授業

委看学撃奇穂羹滅
ヾ
牟覆ギ轟護?研究
授

書5:1亮 T考:貪生し[じ [許発し堡需言
考えている。

部活動と学習

扱優搬菖〕写需番ま黎景
的に展開するた

一選択性について一

バスケットボール、ナギナタ実技研修

窪畢奢
高等学校教育課程運営改善講座伝

ソフトボール、卓球の実技研修会

ジャズ体操、 ラグビー審判法と実技研修
会

「 体力つくり」「 格技」のとりくみの報
告

研究発表大会

こじ場
パレートァシンを利用したトレー

部活動研修会

選択制授業を実施して

高等学校保健体育担当教員名簿作成

研究主題は各担当校で決定

愛 知

滋 賀

保体研体育班

〃 保健班

〃 学校行
事班

新潟県高佼養
教研究会

新潟県高教研

量
体部佐渡支

新潟県高教研
保体部女子部
会

婦負郡中央農
震高需高岡高

層豊曇藻響襟
県高校体育保
健女子部会

小 中・高等

覇饗
体育研究

高等学校保健
体育部会
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58 12 3 4
(土  日

59 2 14(火

581110(

58.9月 下旬

58 8_23(火
24(

59  2  9〈

県立御影高校

県立西脇工業
高校他

未  定

一条高等学校

橿原学院高等
学校

御所東高等学
校

県下全高等学
校

58 7 5(火

大 阪

兵 庫

58 8 5(金 )
585.20(金 )
58秋の予定

58秋の予定

58秋の予定

58.8 25(本

研究発表会の名称
研究発表会の名称

○運動の特性や課題に応じた効果的な学

3重看痣程霞響♂措曇雰屏臭
理解させる
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神奈川大会においで下さい

神奈川県学校体育研究連合会会長 田 代 七 男

2年の準備期間は、今にして思えば決して長いものでは

ないが、兎にも角にも「運動の実践力を高める学習過

程はどうあるべきか」を研究主題として、幼稚園、小・

中 高校、盲‐聾 養護学校の関係者の努力が今日を迎
え、全国から多数の先生方のおいでをお待ちできるように

なりました。

神奈川大会の準備を進める私共の願いは、全国の先生方

とともに活発な協議によって研究を深めること、それによ

って人と人との交流ができ、啓発されることです。また神

奈川県のありのままの姿を知つていただきたい。そして、

全国大会のよき雰囲気を、59年度開催の沖縄県に引き継ぐ

ことです。

以下紙面の許す範囲で、神奈川大会の要点を記します。

1 研究主題  前述
2 部会研究主題
(1)幼稚園 仲間と夢中に遊ぶ子どもを育てるためには
どうすればよいか。

0)小学校 運動の楽しさを知り、自ら意欲的に活動す
る学習過程はどうあるべきであるか。

6)中学校 生徒が進んで課題を設定し、それを解決し
ていく学習過程はどうあるべきか。

に)高等学校 生徒が運動の必要性を認識し、実践力を
つけていく学習過程はどうあるべきか。

lFD)盲・聾 養護学校 児童 生徒が障害をのりこえ、
運
~J」

する喜びを味わえるようにするための学習過程は

どうあるべきか。

3 日程 11月 17日 (本)横浜市 神奈川県民 ホール
10～ 12時、表彰式、開会式、実技発表。

13時 30分～15時 30分講演 横浜国立大学教授奥田真丈先
生 「 豊かな人間性の育成をめざす教育課程の編成 J
〔15時30分～都道府県代表者会議〕

11月 18日 (金)9時30分より分科会、公開授業
横浜市 ②間門小 ③本宿小 ④篠原西小 ○中和田小
〇鶴見中 ⑫橘中 ⑮戸塚高 C金井高 ⑦荏田高
⑬本郷養護

川崎市 ①鷺沼小付幼 ⑥戸手小 ○鷺沼小 ③東生田
小 〇富士見中 ⑭平間中
横須賀市 ◎走水小
小田原市 ⑩前羽小 (○印内は分科会固有番号)
4 参加費 4,500円
5 昼食 第 1日 日 会場近くの店をご利用下さい。

第 2日 目 分科会場での弁当 600円
6 参加申込 都道府県教委経由で申し込む。
(1)申込先 〒231横浜市中区弁天通り6-85宇徳ビル
3階 近畿日本ツーリスト横浜ユーストラベルセンタ
ー 電話 045-201-6551
9)振込先 都道府県教委名 東海銀行横浜支店
番号334649 普通預金 近畿日本ツーリスト
ユーストラベルセンター

(31 申込期限 この会報を見たらすぐに。
7 大会事務局 電話 045-201-1111  内線5347
是非おいで下さい。

座

浜

日

横

図書紹介

スポーツの見 どころシリーズ  同文書院

学体連常務理事 伊 藤 忠 一

このシリースで、現在までに刊行されている本はパレーボ

ール、陸上競技、テニス、体操競技、卓球の5冊ですが、

観戦者を意識して書かれているという点で、非常にユニー

クなスポーツ書だと思います。

学校図書館に備えておけば、生徒たちは気軽な気持ちで

読み始め、 ぐいぐいとスポーツの面白さにひきこまれて、
今までとは違った観戦の楽しさを味わうことができるでし

ょう。
バレーボールを見るための本の著者、五十嵐紀雄氏は、

バレーボールマガジンの編集長でプレーヤー出身ではあり

ませんが22年間にわたって編集者としてパレーボールを外

側から冷静な目で眺めてきた方ですから、見る側の人が何

を求めているかを知り尽くしており、従来の類書にはない

読みやすさと親しみやすさがゲームを楽しく見るコツを読

者に教えてくれるでしよう。

体操競技を見るための本は遠藤幸雄氏、小野清子氏、卓

球を見るための本は荻村伊智朗氏が書いており、五十嵐氏

とは逆に世界的プレーヤーとして一世を測楽し、現在指導

道
県
都
府 研 究 主 題 研 究 担 当

研 究 発 表
研 究 発 表 会 の名称

期   日 会   場

鳥 取

島 根

岡 山

山 口

徳 島

香 川

愛 媛

高 知

佐 賀

長 崎

熊 本

宮 崎

沖 縄

未定

未定

楽しい体育学習を求めて

高校生における体力づくり

主体的に体力つくりに取り組む生徒の育
成

響詔鯨守寿ヽ眉場
を尿漠fた
めの体育学

視聴覚機器を使っての実技の効果的な指
導法について

陸上競技を興味づける効果的な指導法に
ついて

剣道の授業を意欲的に取り組ませるには

ダンス指導の一考察

研究授業

研究授業 〈集団行動、ハンドボール)

研究発表‐実技研修

ひとりひとりが意欲的に取り組み体力を
高める授業をめざして

剣道の基本動作や対人的技能を身につけ
応用できるようにすると共に徳育面の高
揚

体育授業とバイオリズムについて

生涯体育に結ぶ学校体育 〈エアロビクス
実践を通して)

特色ある体育経営をめざして

みずから実践する体育学習

寝保笞房集彊官豚
=5キ

的に実践する学

孟言[阜[[言 :嘗警i言:[ITI曾

東部地区高校
岩美高等学校

島根県浜田市
浜田高校

是怪曼示撃裏

県立岡山工業
高等学校

県立下関工業
高校

広鷲忌事よ」`

「張
市瀬戸中

藝曇寝蒻
撃晨舅
高松東高校

坂出商業高校

高瀬高校

明善高校

愛媛県立土居
高等学校

籍 攀 響

愛媛県立三瓶
高等学校

曇震
市各高等

佐賀県立三養
基高等学校

暑晨大村
工業

県立長崎北陽
台高校

蜃妾
佐世保南

鹿本高校

県内各地区別
発表

5811 4(金 )

5810末

58 7 2728
(水 わ

59.2 10(金 )

59左FDk

59 1.23(月 )

59 9 3(土 )

581121(月 )

58 6 28(火 )

58 7 7(木 )

581111(金 )

未  定

581027(本 )

581129(火 )

58.12 1(本 )

5819謀75

5810_28(金 )

5812.2(金 )

岩美高等学校

島根県浜田市
浜田高校

是聾暴示撃寝

県立岡山工業
高等学校

県立下関工業
高校

徳島県青小年
センター

県総合会館

愛媛県立土居
高等学校

ひ 繁
帥

愛媛県立三瓶
高等学校

高知県立丸の
内高等学校

県立大村工業
高校

県立長崎北陽
台高校

暑表佐世保南

県庁地下大会

鷲霊熊本農業

県立日向高等
学校

八重山

鳥取県学校体育研究
大会

島根県高等学校教育
研究会保健体育研究
会

暑肇:基
子体育指導

高等学校体力づくり
研究発表会

山口県高等学校教育
研究会保健体育部会

徳島県学校体育研究
大会

票響屏見葬裏笑曇健

愛媛県高等学校東予
地区保健体育研究会

愛媛県高等学校中予
地区保健体育研究会

電雷憬雇藤書排勇曇
書篠健扇舞晏基校体

長崎県高等学校教育

吸究會播是肇裏ヂ会

長醤憫暑霞層覺警昇
長崎県高等学校教育

R費倉堡暴築裏ヂ会

美套
県学校体育研究

雪後晏曇
裏晏基警筆

沖縄県学校体育研究
発表大会

-17-
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者として競技界に影響力を持っておられる方々で、多くの   き、親しみが増してくるでし1う 。どの本も歴史から各種
連続写真と図解によって、競技会で演じられている技のほ   目技術の特徴までを豊富な写真と貴重な資料を駆使して、
とんどが、わかりやすい平易なことばで説明されていま   わかりやすく解説してあり、体育関係者にとっても、役立
す。テレビ、新聞などで知っている有名選手の特徴なども   つ参考書として活用できる内容をもったシリーズです。つ
側にいる人でなければわからないことがらを知ることがで   ざの企画にも期待したいと思います。

ぎょうせい

「親 と子のライフ&ス ポーッ」

完 結 /

「親と子が一緒になって、スポーツに親しみ明るい健康的    (財 )日 本学校体育研究連合会//編集
な生活を送ることは、だれもが望んでいる。

しかし、その方法となるとなかなか難しい。

そこで、いろいろな角度から親と子の参考になる生活で

のスポーッ 健康増進の方法をまとめてみたのがこのシ
リーズである。

したがって、題目も系統的にひき出したものではない。

まつたくの思いつきである。 もちろん、若干の基準はあ
る。それは、多くの人びとが関心を持つであろうと思わ

れるテーマを選ぶことである。

一般に流行度の高いものが、その内容についてよく知ら

れているとは限らない。「 あら、こんなことが知られな

かったのか」と、驚くことがある。
スポーッだιナでなく、人間の生活万般について、同じよ

うなことがいえるのではないだろうか。

ここにスポーッをとりあげながら、親と子の対話を多く

したり、親の愛情が子につたわるようにと願った。」

と、学体連の大石三四郎会長はこの「親と子のライフ&ス

ポーツ」の前がきで述べている。

そのような気持ちが、世の子をもつ親の願いとひとつに

なり、少しずつ具体化して遂に12巻完結した。

わんぱくでも健康でと願う親に、そして先生に、意外な

親と子のライフ&ス ポーッ

でシーズンにそなえれば、大人もわくわくするようにな

る。薄い本が厚味を感じさせる時である。

書 名 定 価

子 どもとお菓子 950円

子どもとボウリング 950

子 どもと水あそび

子どもと自転車

子 どもと雪あそび 1,100

子 どもとキャンピング 1,100

子どもと遊びの歳時記 1,100

子どもと運動ぐつ 1,100

子 どもとラケ ット・スポーツ 1,000

子 どもとジョギング 1,100

子どもと事故防止 1,100

子 どもと運動あそび 1,100

電話Kl13)268-2141(大代表)振替東京 9161

相談相手になってくれるのがこの本である。知ってるさ、 申し込みは下記へ
こんなこと  と思うところもあろうが、ほう、これは知

ittF::まと負藻嵩]::::]で,:彎永:ム集3二凛[よ          0饗融1きよtヌυι〕
る。どれから読んでもかまわない。オールシーズンのもの  本   社 東京都中央区銀座 7-4-12(〒 104)
もあれば、シーズンにふさわしいものもある。早めに読ん   本社営業所 東 京 都 新 宿 区西 五 軒 町 52(〒 162)

-18- -19-
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コロンバイン

着る身になって良い品つくり

=″
菫″ ①

スポーツウェア

儲)日 本学校体育研究連合会特別賛助会員

児島株式会社
倉敷市児島小川 2丁 目 4番 60号
営業所  (名古屋 ・東京

TIL(0864)72280(代 表)
大宮・盛岡 札幌)

児童 。生徒の為に

最適な体育衣料を真剣に考える

スポーツウェア

明石被服興業株式会社

本   社 〒711
東 京 支 店 〒103

大阪営業所 〒541

福岡営業所 〒812
学部営業所 〒759-02

岡山県倉敷市児島田の回1‐ 3‐44

東京都中央区東日本橋1-4-10

大阪市東区北久太郎町4-55-703

船場グランドビル 7階
福岡市東区多の津1‐ 1-9

山口県宇部市厚南区際波

TEL(o864)77-7701
TEL(o3)861-1917

TEL(o6)245-7461

TEL(o92)622-2521
TEL(o836)41-7511



～ 斯界の待望に応 え、

絶讃 をあびて遂 に登場 した ～

呼 吸 シ ュー ズ

O実公報

O商公告

○意 願

一 一 -3つ の ドキ ュ メ ン ト ー ー ー

O靴底に絶えず新鮮な空気の流れる…………… … ……… ………………
○運動の度に吸気,排気を忠実に実行する…………………… ………………

O靴底に輝かしい光のさし込む………… ……………… …………………

101日 本 学 校 体 育 研 究 連 合 会 特 別 賛 助 会 員

日本 教 育 シ ュ ー ズ協 議 会

昭 53-40340号

昭 54-14325号

3895号

(体育館用・

上ばき用)

呼吸シューズ

呼吸シューズ

呼吸シューズ

う
卿　
↓
帥

イ

”
　

ラ
緑

け
閾　Ｏ
訪

□□□
EII□□日□□日□□回□

⑥死掃多矛掏

―

"―
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警アサヒ学校用体育館履
体育iO型

ベルマーク運動参カロ商品
彩(財)日本体育協会協賛商品
(財 )日 本学校体育研究連合会賛助会員

警アサヒ靴
日本ゴム株式会社

運動のたの しさ,喜びを体得 させる

監修 筑波大学教授 山川岩之助

● 全学年見やすいワイド判 (B5判 )

● 学校の創意を生かして指導できる領
域別編成

● 運動の仕方や練習方法がよく分かる
豊富な写真や図版

児童書250円 教師用指導書 200円

鮒文漢堂
東京都千代 LI区神田錦町1213
東京都 練 馬 区豊工 中 3-10
岐 阜 市 長 住 町 9-26
羽 島 市 江 吉 良 田]2717
大阪市西成区北津守 1-1-2

〒101  rt話 (o3)2938505(代 ,

〒176  電話(03)9934411(代 )

〒500 電話(0582)511121
〒50162電話(0583)981121
〒557 電話(06)5624535(代 )
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三 7甫一郎

小学校体育の全分野 を網羅 した画期的編集

教科体育 の基本的 な考 え方や 内容は も と

よ りゆ とりの時間,業間体育 な どの “教
科外体育 ",各養護学校 の実践事例を一冊

にまとめ た“障害 児の体育指導
",体育指

導者 に欠かせ ない基礎的知識や実際 の指

導上つ きあた る疑 問や悩みに応 えるべ き

一問一答形式 の“体育指導の課題 と解決
"

の内容 を加 えて,総合的に とらえた。

明快 な「指導の進 め方」,授業にす ぐ使 え る

「展開例 」の 2部構成

各巻 を大 き く「指導 の進め方 Jと 「展 開

例Jの 2つ に分 け,そ れぞれの運動 の特
性に応 じて,ね らい,内容,指導計画 ,
指導法,評価 にわたって解説 し,展開例
は,新学習指導要領 の領域別の内容 (教
材 )に 基づ いて実践 で得 た成果 を十分踏

まえて展 開 した。

徹底 した絵図や写真による図解 中心の展開例

で きるだけ簡潔 な文章 と,徹底 した図解
中′し、で指導の流れ, ポイン トが一 日でわ

か るよ うに工夫 をこらした組 み体裁で ,

多忙 な先生方や新任 の先生方 に とって よ

い手助 け とな るよ う配慮 した。

■ A5判・全 i3巻セット

定価39,000円 (〒実費 )

□ 学 校 体 育
―一一 定価 3′ 200円 (〒 300)

□ 基 本 の 運 動

――一 定価 5′ 000円 〈〒 350)

固 ゲ  ー  ム

ー
夷ヨ1口 2′ 90oF■ (FF300)

日 体   操
一一一 定価 2′ 900円 (〒 300)

圃 器 械 運 動

一
カ]1面 2′ 900F弓 (=F300)

固 陸 上 運 動

一―一 定価 2′ 900円 (〒 300)

□ 水   泳
一―一定価2′ 200円 (〒 250)

ロ ボール運動
一一―一定価 2′ 900円 (〒 300)

回 表 現 運 動

一
定イ面2′ 900円 (〒 300)

囲 保 健 ,スキー・ スケ ー ト
ーーー 定価 2′ 900円 (〒 300)

□ 障害 児の 体 育指 導

―
夷ヨ4口 3′ 200F5(¬F300)

□ 教 科 外 体 育

一一一 定価 2′ 900円 〈〒 300)

団 体 育 指 導 の課 題 と解 決

_定 価 2,200円 〈〒 250)

ぎようせい
東京都新宿 区西五 軒町 520162電 話 (o3)268-2141(大代 表 )振替 東 京9161

子
ど
も
と
キ
ヤ
ン
ピ
ン
グ

教
察
で
は
体
験
で
き
な
い
自
然
の
な
ガ
て
の
あ
そ
び
や
学
習
、
家
庭
生
活
と
は
異
な

っ
た
親
や
仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
は
、
子
ど
も
を
大
き
く
健
や
か
に
育
て
て
く
れ
ま
す
。

野
外
生
活
で
の
び
の
ひ
と
自
然
と
あ
そ
ぽ
う
。　
　
　
　
定
価

一
、　
○
○
円
（
〒
劉
）

子
ど
も
と
水
あ
そ
び

子
と
も
が
水
を
な
ガ
だ
ち
に
し
た
あ
そ
び
は
、
子
ど
も
の
あ
そ
び
の
ベ
ス
ト
ワ
ン
に

あ
げ
ら
れ
る
ほ
ど
楽
し
く
魅
力
飩
で
す
。
洗
面
所
、
風
呂
場
、
一ノ
ー
ル
、
川
や
濡
な
ど

で
楽
し
む
あ
そ
び
を
、
安
全
面
も
含
め
て
紹
介
。
　
　
　
　
定
価
九
五
〇
円
（〒
劉
）

子
ど
も
と
雪
あ
そ
び

雪
含
戦
、
宝
さ
が
し
、
す
も
う
、
す
べ
り
っ
こ
な
ど
、
雪
の
上
で
い
ろ
い
う
な
あ
そ
び

ガ
て
き
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
Ｅ
と
ん
だ
ス
キ
ー
や
ソ
リ
あ
そ
ひ
は
、
子
と
も
の
冒
険
心

を
満
足
さ
せ
、
雪
工
作
は
、
創
造
性
を
高
め
ま
す
。　
　
定
価

一
、　
○
○
円
（〒
劉
）

子
ど
も
と
自
転
車

日
常
生
活
の
用
具
と
し
て
、
暮
ら
し
に
す
っ
か
り
と
け
こ
ん
で
い
る
自
転
車
。
省
工

ネ
時
代
の
乗
り
物
と
し
て
、
楽
し
さ
と
健
康
つ
く
り
に
役
立
つ
自
転
車
の
す
ば
ら
し

さ
を
も
う

一
度
見
つ
め
直
し
て
み
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
定
価
九
五
〇
円
（〒
知
）

子

ど

も

と

ボ

ウ
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ン

グ

年
齢
　
性
別
　
体
方
差
を
越
え
て
、
誰
も
ガ
手
軽
Ｅ
で
き
る
ポ
ウ
リ
ン
グ
。
身
近
な

ホ
ー
ル
遊
び
か
ら
実
際
の
プ
レ
ー
に
役
立
つ
知
識
や
技
術
を
イ
ラ
ス
ト
を
交
え
て
や

さ
し
く
解
説
。
さ
あ
、
あ
な
た
も
始
め
よ
う
。
　
　
　
　
　
定
価
九
五
〇
円
（〒
劉
）

子

ど

も

と

お

菓

子

あ
菓
子
を
お
や
つ
の

一
部
と
し
て
と
ら
え
、
子
ど
も
の
遊
び
や
ス
ポ
ー
ツ
と
お
や
つ

と
の
関
係
、
お
菓
子
と
の
上
手
な
つ
き
あ
い
万
、
与
え
万
な
ど
の
興
味
あ
ふ
れ
る
内

容
。
文
章
と
イ
ラ
ス
ト
に
よ
る
や
さ
し
い
読
み
物
。
　
　
　
定
価
九
五
〇
円

（〒
劉
）

文部省体育局体育課 監修   文部省体育課内法令研究会 編集
加除式 ●全 12巻・A5 定価 60,000円 (〒実 費 )
く分売〉「ルール編」・定価 40,000円 (〒実費 )

●俸育・スポーツに関するあら

ゆる法令,通達,資本を法令編 ,

例規編に大別して体系的に収録。

別 llに 各種スポーツルール及び

:円

`1を

す8載。

スポーツ安全百科[艦恙]留:鼈、奪15~ツ少「団編

体カテストリ詢r貰んク 留.補弓g語翠及あ
科犠諭應

体カテスト百科膿言湖嶼鯖]ゞ厖冒臨翫の

馴 き よ う せ い

営業所 東京都新 lr4 κ西五軒町52 ● 162
電話(03)2682141(人 代表)振薔東京9161
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